
　

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
五
類
に
移
行
し
、日
常
を
取
り

戻
し
つ
つ
あ
り
ま
し
た
が
、物
価
高
騰

な
ど
に
よ
り
県
民
の
皆
さ
ま
の
生
活
に

も
大
き
な
影
響
が
生
じ
た
か
と
思
い
ま

す
。
新
た
な
年
は
、皆
さ
ま
に
と
り
ま

し
て
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、心

か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

人
生
百
年
時
代
を
目
前
に
迎
え
る
中

で
、昨
年
、奈
良
県
で
は「
奈
良
県
高
齢

奈
良
県
知
事

山
下 

　
真

新
年
の
ご
挨
拶
　

新
年
の
ご
挨
拶
　

　

新
年
を
迎
え
、皆
さ
ま
お
変
わ
り
ご

ざ
い
ま
せ
ん
か
。

　

人
口
の
四
分
の
一
以
上
を
高
齢
者
が

占
め
、ま
た「
人
生
百
年
時
代
」「
生
涯

現
役
」な
ど
と
言
わ
れ
る
今
日
、私
た

ち
高
齢
者
は
健
康
で
自
立
し
た
生
涯
を

目
指
し
、仲
間
と
支
え
合
い
、経
験
、趣

味
、
知
識
を
生
か
し
て
高
齢
者
福
祉
、

地
域
福
祉
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
は
、「
健
康
・
友
愛
・
奉

仕
」活
動
を
中
心
に
、健
康
寿
命
を
伸

ば
す
活
動
や
、地
域
の
団
体
等
と
連
携

し
て
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
活
動
な
ど
、

い
ろ
ん
な
行
事
を
行
っ
て
お
り
、こ
の

よ
う
な
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
に
対
す
る
社

会
的
な
期
待
は
大
き
い
も
の
で
す
。

　

県
老
連
で
は
、県
下
三
十
八
市
町
村

の
皆
様
に
向
け「
出
前
講
座
」を
充
実

さ
せ
、住
み
な
れ
た
地
域
で
生
き
生
き

と
し
た
活
動
の
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、恒
例
の「
健

康
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
」を
、令
和

六
年
度
は
古
都「
明
日
香
」を
中
心
に

開
催
し
ま
す
。
出
会
い
、ふ
れ
あ
い
の

場
と
し
て
会
員
の
輪
が
広
が
れ
ば
幸
い

で
す
。

　

現
在
、
県
老
連
加
入
の
単
位
ク
ラ

ブ
は
千
百
余
り
で
、
会
員
数
は
約

五
万
五
千
人
で
す
。
毎
年
会
員
増
強
運

動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、な
か

な
か
効
果
が
上
が
り
ま
せ
ん
。
会
員
の

皆
さ
ま
方
に
も
、ご
友
人
や
ご
近
所
の

高
齢
者
様
に
お
声
が
け
い
た
だ
き
、老

人
ク
ラ
ブ
の
仲
間
づ
く
り
の
お
手
伝
い

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

我
々
高
齢
者
一
人
ひ
と
り
が
、「
二

度
と
な
い
人
生
」を
住
み
な
れ
た
地
域

で
楽
し
く
送
れ
る
よ
う
な
仲
間
づ
く
り
、

健
康
づ
く
り
に
勤
し
み
ま
し
ょ
う
。

　

皆
様
に
は
引
き
続
き
、老
人
ク
ラ
ブ

活
動
に
ご
理
解
、ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

者
が
社
会
参
加
し
、い
き
い
き
と
活
動

す
る
こ
と
を
促
進
し
て
活
力
あ
る
長
寿

社
会
の
実
現
を
図
る
条
例
」を
制
定
し

ま
し
た
。こ
れ
は
、高
齢
者
が
健
康
長
寿

で
満
た
さ
れ
た
人
生
を
営
ん
で
い
く
た

め
の
取
組
を
推
進
し
て
い
く
も
の
で
す
。

　

高
齢
者
が
尊
厳
を
保
持
し
、生
活
の

質
の
維
持
・
向
上
を
図
り
つ
つ
、
可
能

な
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

そ
の
有
す
る
能
力
に
応
じ
て
自
立
し
た

日
常
生
活
を
営
み
、暮
ら
し
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、高
齢
者
ご
自
身
が
心
身
と
も
に
健

康
で
あ
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
社
会
の
実
現
の
た
め
に

は
、県
民
の
皆
様
一
人
ひ
と
り
の
お
力

添
え
が
必
要
と
な
り
ま
す
。「
健
康
」、

「
友
愛
」、「
奉
仕
」の
三
大
活
動
を
展
開

さ
れ
る
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
様
に
は
、地

域
や
高
齢
者
を
支
え
る
担
い
手
と
し
て
、

ま
す
ま
す
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
様

を
は
じ
め
、関
係
機
関
や
市
町
村
と
連

携
を
図
り
、引
き
続
き
各
種
施
策
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、皆
様
方
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、日
頃
の
健
康
管
理
に

ご
留
意
い
た
だ
く
と
と
も
に
、引
き
続

き
元
気
に
活
動
を
継
続
さ
れ
、高
齢
者

の
生
き
が
い
づ
く
り
と
社
会
参
加
の
推

進
に
ご
尽
力
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、貴
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発

展
と
、皆
様
の
健
康
長
寿
を
祈
念
申
し

上
げ
、新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

奈
良
県
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
　
会
長

中
村 

秀
雄
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椿寿―荘子よりの引用。八千
歳を春とし、八千歳を秋とする
という木で、長寿を祝う意味。

大椿寿



　

準
優
勝　

葛　

城
Ｃ（
橿
原
市
）�

1
コ
ー
ト

　

三　

位　
球
遊
会
下
市（
下
市
町
）�

2
コ
ー
ト

　

コ
ー
ト
賞

　

３
コ
ー
ト　

本
郷
Ａ（
宇
陀
市
）

　

４
コ
ー
ト　

安
堵（
安
堵
町
）

　

６
コ
ー
ト　

ア
ト
ム
ズ（
山
添
村
）

　

７
コ
ー
ト　

谷
い
わ
れ
会（
桜
井
市
）

●

九
月
二
十
九
日（
広
陵
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
）

　
�

第
三
回
県
老
連
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
A
日
程

�

（
別
掲
8ｐ
）

　

参
加
者　

七
十
八
人

　

優　

勝　

辻　
　

修
三（
香
芝
市
）

　

準
優
勝　

岡
本　

賢
治（
香
芝
市
）

　

第
三
位　

笹
井　

正
隆（
広
陵
町
）

●

十
月
一
日（
近
鉄
奈
良
駅
周
辺
）

　

�

赤
い
羽
根
街
頭
募
金
活
動�

�

共
同
募
金
運
動
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
に
、県
老
連
か
ら
女
性
部
二
名
と
事
務

局
で
参
加
し
ま
し
た
。

●

十
月
四
日（
橿
原
運
動
公
園
ま
ほ
ろ
ば
広
場
）

　
県
老
連
ペ
タ
ン
ク
大
会�

（
別
掲
4
ｐ
）

　

参
加
者　

百
十
人

　

優　

勝　

葛　

城
A（
葛
城
市
）

　

準
優
勝　

大
和
高
田
市
A（
大
和
高
田
市
）

　

第
三
位　

郡　

山
D（
大
和
郡
山
市
）

　

第
三
位　

生
駒
Ｍ
Ｋ
Ｉ（
生
駒
市
）

●

十
月
十
三
日（
奈
良
若
草
C
・
C
）

　
県
老
連
ゴ
ル
フ
大
会�

（
別
掲
5
ｐ
）

　

参
加
者　

五
十
三
人

　

優　

勝　

松
本　

文
雄（
黒
滝
村
）

　

準
優
勝　

枡
井　

繁
好（
大
和
郡
山
市
）

　

第
三
位　

増
井　

克
安（
橿
原
市
）

●

十
月
二
十
日（
京
都
府
亀
岡
市
）

　
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

●

十
月
二
十
七
日（
県
社
福
総
合
セ
ン
タ
ー
）�

　
奈
良
県
老
人
ク
ラ
ブ
指
導
者
研
修
会

�

（
別
掲
6
ｐ
）

　

参
加
者　

二
百
二
十
四
人

　

○
表
彰　

○
事
例
発
表　

〇
活
動
発
表

●

十
一
月
一
日（
橿
原
公
苑
陸
上
競
技
場
）�

　
県
老
連
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

�

（
別
掲
5
ｐ
）

　

参
加
者　

三
百
十
三
人	

�

ス
コ
ア

　

優　

勝　

村
島　

猛　
（
葛
城
市
）�

44

　

準
優
勝　

福
嶋　

安
則（
上
牧
町
）�

47

　

第
三
位　

川
澄　

憲
子（
田
原
本
町
）�

47

　

四　

位　

松
川　

恵
宥（
田
原
本
町
）�

47

　

五　

位　

堀
田　

照
子（
桜
井
市
）�

48

　

六　

位　

中
井　

章
二（
葛
城
市
）�

49

　

七　

位　

杉
田
千
恵
子（
上
牧
町
）�

49

　

八　

位　

迫　
　

敏　
（
上
牧
町
）�

50

●

十
一
月
八
・
九
日（
秋
田
県
秋
田
市
）

　
老
人
福
祉
法
制
定
六
十
周
年
記
念

　

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

●

十
一
月
十
七
日（
高
取
町
・
明
日
香
村
）�

　
県
老
連
健
康
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会�

　

荒
天
の
た
め
中
止

●

十
一
月
三
十
日（
広
陵
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
）

　
第
三
回
県
老
連
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
B
日
程

�

（
別
掲
8ｐ
）

　

参
加
者　

九
十
一
人

　

優　

勝　

片
山　
　

昇（
広
陵
町
）

　

準
優
勝　

赤
木　

拓
也（
香
芝
市
）

　

第
三
位　

宮　
　

祐
勝（
香
芝
市
）

　

こ
の
た
び
、理
事
会
お
よ
び
臨
時
評

議
員
会（
書
面
決
議
）で
、評
議
員
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

新
役
員
紹
介　
　

一
名

評
議
員　

林　
　

利
彦　

野
迫
川
村

一
般
財
団
法
人

一
般
財
団
法
人

奈
良
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

奈
良
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
行
事
の
実
施
と
そ
の
概
要

　
行
事
の
実
施
と
そ
の
概
要

●

八
月
三
十
日（
県
社
福
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　

�

県
老
連
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
大
会�（
別
掲
8ｐ
）

　

参
加
者　

七
十
三
人

　

優　

勝　

森　
　

康
明（
大
和
郡
山
市
）

　

準
優
勝　

飯
田　

潤
一（
香
芝
市
）

　

第
三
位　

松
尾　

信
一（
上
牧
町
）

●

九
月
八
日（
県
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
）

　

�

老
人
福
祉
功
労
者
等
表
彰
式

●

九
月
十
五
日

　

�

第
五
十
九
回
理
事
会

●

九
月
二
十
日

　

�

全
国
一
斉
社
会
奉
仕
の
日

●

九
月
二
十
一
日（
橿
原
公
苑
陸
上
競
技
場
）

　

�

県
老
連
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会�

（
別
掲
4
ｐ
）

　

参
加
チ
ー
ム　

三
十
一
チ
ー
ム

　

優　

勝　

葛　

城
A（
葛
城
市
）�

5
コ
ー
ト

県
老
連
だ
よ
り
（
敬
称
略
）
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広
陵
町　

大
野
の
ぞ
み
の
会

　
今
後
の
主
な
行
事
予
定

　
今
後
の
主
な
行
事
予
定

令
和
六
年

●

一
月
二
十
四
日（
オ
ー
ク
ホ
テ
ル
）

　

新
年
役
員
会

●

二
月
一
日
～
二
日（
東
京
都
）

　
都
道
府
県
・
指
定
都
市
老
連
代
表
者
会
議

●

二
月
七
日
～
三
月
八
日（
内
五
日
間
）

　

�

介
護
予
防
・
健
康
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
養
成

講
座

●

二
月
九
日（
県
社
福
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　
県
老
連
女
性
部
会
活
動
研
修
会

●

三
月
五
日（
県
社
福
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　
第
六
十
回
理
事
会

●

三
月
十
二
日（
東
京
都
）

　
全
老
連　
評
議
員
会

●

三
月
十
五
日（
県
社
福
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　
女
性
部
会
常
任
委
員
会

＊�
全
老
連
会
長
表
彰

・
育
成
功
労
者
表
彰

　
奈
良
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　

�

植
田　

紘
一
副
会
長

　
奈
良
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　

�

岡　
　

嘉
道
評
議
員

・
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰

　
杉
本
町
長
寿
会（
天
理
市
）　�
奥
村　

義
照
会
長

　
大
福
吉
備
白
鳥
会（
桜
井
市
）　�

川
口
み
ち
子
会
長

＊
老
人
福
祉
功
労
者
等
表
彰

《
奈
良
県
知
事
表
彰
》　

・
優
良
老
人
ク
ラ
ブ　

十
三
団
体

　
大
和
高
田
市　

悠
遊
会

　
大
和
高
田
市　

北
西
町
長
寿
会

　

橿
原
市　

老
人
ク
ラ
ブ
万
田
睦
会

　

桜
井
市　

河
西
寿
会

　

五
條
市　

牧
野
冨
久
寿
会
第
二
ク
ラ
ブ

　

生
駒
市　
生
駒
小
学
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

香
芝
市　

旭
ケ
丘
健
寿
会

　

宇
陀
市　

み
む
ろ
老
人
会

　

山
添
村　

岩
屋
第
二
老
人
ク
ラ
ブ

　

三
郷
町　

南
畑
生
き
生
き
ク
ラ
ブ

　

川
西
町　

川
西
町
老
人
ク
ラ
ブ
東
城
支
部

　

上
牧
町　

新
町
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ

　

大
淀
町　

薬
水
憩
い
の
会

《
県
老
連
会
長
表
彰
》

・
優
良
老
人
ク
ラ
ブ　

十
五
団
体

　
大
和
高
田
市　

笑
和
会

　
大
和
郡
山
市　

第
一
明
星
会

　
大
和
郡
山
市　

第
二
明
星
会

　

桜
井
市　

谷
い
わ
れ
会

　

五
條
市　

山
陰
老
人
会

　

生
駒
市　
い
こ
い
こ
ク
ラ
ブ
真
弓　

真
寿
美
会

　

香
芝
市　

狐
井
第
一
杵
築
会

機
関
紙
「
大
椿
寿
」
は

奈
良
県
共
同
募
金
会
の
助
成
金
を

受
け
て
発
行
し
て
い
ま
す
。

�

県
老
連

　

葛
城
市　

忍
海
南
支
部

　

宇
陀
市　

稲
戸
老
人
ク
ラ
ブ
み
ど
り
会

　

山
添
村　

岩
屋
第
１
老
人
ク
ラ
ブ

　

田
原
本
町　

阪
手
西
自
治
会
高
齢
者
ク
ラ
ブ

　

三
宅
町　

東
屏
風
和
風
会

　

広
陵
町　

馬
見
南
寿
会

　

下
市
町　

天
神
町
梅
鉢
会

　

吉
野
町　

左
曽
老
人
ク
ラ
ブ
寿
会

・
感
謝
状　

七
名

　

佐
々
木
恵
眞　
　

県
老
連
前
理
事

　

向
井　

敏
行　
　

県
老
連
前
理
事

　

廣
津　

皓
一　
　

県
老
連
前
理
事

　

丸
谷　

延
弘　
　

県
老
連
前
理
事

　

藤
井　
　

誠　
　

県
老
連
前
理
事

　

梶
嶋　

忠
男　
　

県
老
連
前
理
事

　

川
端　

英
志　
　

県
老
連
前
常
務
理
事

＊
活
動
賞

《
全
老
連
会
長
表
彰
》　

三
団
体

　
大
和
郡
山
市　

横
田
第
一
寿
会

　

生
駒
市　

俵
口
寿
会

　

斑
鳩
町　

錦
会

《
県
老
連
会
長
表
彰
》　

二
団
体

　

広
陵
町　

寺
戸
老
人
会

　

三
郷
町　

東
信
貴
ケ
丘
福
寿
会

＊
会
員
増
強
運
動
推
進
賞

《
県
老
連
会
長
表
彰
》　

十
団
体

　

三
宅
町　

三
宅
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

生
駒
市　

白
朗
会

　

葛
城
市　

忍
海
南
支
部

　

三
郷
町　

南
畑
生
き
生
き
ク
ラ
ブ

　

斑
鳩
町　

よ
つ
葉
会

　

三
宅
町　

屛
風
老
人
ク
ラ
ブ

　

上
牧
町　

エ
ビ
ス
会

　

広
陵
町　

寺
戸
老
人
会
第
一
ク
ラ
ブ

　

広
陵
町　

馬
見
南
悠
々
会

各
種
表
彰
受
賞
団
体
・

各
種
表
彰
受
賞
団
体
・

個
人
の
方
々
の
ご
紹
介

個
人
の
方
々
の
ご
紹
介

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

令
和
六
年
七
月
号（
第
一
八
六
号
）よ
り

令
和
六
年
七
月
号（
第
一
八
六
号
）よ
り

「
大
椿
寿
」を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す

「
大
椿
寿
」を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す

　

昭
和
四
十
八
年
五
月
に
創
刊
さ
れ
た

機
関
紙「
大
椿
寿
」が
、次
号
よ
り（
株
）

博
報
社
の
協
力
を
得
て
発
行
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
現
在
の
Ａ
４
サ
イ
ズ

十
六
頁
仕
立
て
か
ら
、タ
ブ
ロ
イ
ド
判
八

頁
仕
立
て
に
な
り
、紙
質
も
少
し
変
わ

り
ま
す
。

　

し
か
し
、紙
面
内
容
は
こ
れ
ま
で
と
変

わ
り
ま
せ
ん
の
で
、今
ま
で
慣
れ
親
し
ん

で
い
た
だ
い
た「
大
椿
寿
」同
様
に
ご
愛

読
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
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投
稿
規
定

文
章
等
の
投
稿

・�

一
作
品
四
〇
〇
字
以
内

　

�

割
り
付
け
上
、
主
旨
を
変
え
ず
に

編
集
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・�

題
名
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
、
所
属
老
人
ク
ラ
ブ
名
を
記
入

原
稿
の
締
め
切
り

・�

七
月
号
…
三
月
末
日

・�

一
月
号
…
九
月
末
日

　

�

な
お
、
紙
面
の
都
合
上
、
掲
載
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

�

原
稿
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

送
り
先

〒
６
３
４
―
０
０
６
１

橿
原
市
大
久
保
町
三
二
〇
―
十
一

奈
良
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

大
椿
寿
係　

宛



　

令
和
五
年
十
月
四
日
、橿
原
市
運
動

公
園
ま
ほ
ろ
ば
広
場
で
、県
老
連
ペ
タ

ン
ク
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
三
十
六

チ
ー
ム
が
集
ま
り
、午
前
の
予
選
リ
ー

グ
戦
、午
後
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
を
競

い
合
い
ま
し
た
。

　

始
め
に
、
県

老
連
中
村
秀
雄

会
長
の
挨
拶
が

あ
り
、
続
い
て

奈
良
県
ペ
タ
ン

ク
・
ブ
ー
ル
連

盟
の
逸
﨑
保
会

長
よ
り
ご
挨
拶

お
よ
び
競
技
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

競
技
に
入
る
と
選
手
の
方
々
は
一
球

一
球
集
中
し
て
投
球
さ
れ
、息
の
合
っ

た
チ
ー
ム
プ
レ
ー
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

優
勝
は
葛

城
Ａ
チ
ー

ム
で
二
連

覇
を
果
た

さ
れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

　

令
和
五
年

九
月
二
十
一

日
、
橿
原
公
苑

陸
上
競
技
場
で

県
老
連
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

三
十
一
チ
ー
ム

約
百
三
十
名
の

方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

始
め
に
、優
勝
カ
ッ
プ
の
返
還
の
あ

と
、
県
老
連
中
村
康
雄
副
会
長
、
奈
良

県
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
辻
本
隼
夫
会
長

の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
昨
年

優
勝
の
葛
城
市
葛
城
Ｃ
チ
ー
ム
山
本
教

嗣
選
手
の
選
手
宣
誓
の
あ
と
、競
技
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

競
技
中
は「
こ
こ
へ
打
っ
て
」、「
こ

の
ボ
ー
ル
に
当
て
て
」等
ア
ド
バ
イ
ス

の
声
が
飛
び
交
っ
て
い
ま
し
た
。
み
な

さ
ん
一
丸
と
な
っ
て
プ
レ
ー
さ
れ
て
い

て
、チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
さ
が
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

選手宣誓

優勝
葛城A

第3位
球遊会下市

準優勝
葛城C

ペ
タ
ン
ク
大
会

ペ
タ
ン
ク
大
会県老連

中村会長
ペタンク・ブール連盟

逸﨑会長

順位 チーム名 選　　　手

1位
グループ

優勝 葛城Ａ 高 見 健 三 高見真理子 西 川 鎮 男
準優勝 大和高田市A 谷 間　 弘 中 島 宏 和 堀 内 正 裕
3位 郡山D 北 川 三 郎 植 田 政 司 黒 飛 文 子
3位 生駒MKI 松 原 茂 男 吉良イセノ 家 入 文 代

2位
グループ

敢闘賞 郡山A 西 廼　 隆 文 栄 信 也 勝谷扶佐子
準敢闘賞 郡山E 横 山 好 正 城 守 富 蔵 江 口 博 志

3位
グループ

敢闘賞 安堵A 脇　 豊 茂 古川よし子 江口美智代
準敢闘賞 斑鳩A 榊 原 郁 子 中尾いつ子 赤 土 永 子

4位
グループ

敢闘賞 井戸堂 光 延 恒 子 山口ヨシエ 松嶋寿美子
準敢闘賞 安堵B 永 安 郁 生 胡 内 圭 子 山 下 圭 子

優勝

3コート 本郷A 宇陀市
4コート 安堵 安堵町
6コート アトムズ 山添村
7コート 谷いわれ会 桜井市

コ ー ト 賞
優　勝 葛城A 葛城市
準優勝 葛城C 葛城市
第３位 球遊会下市 下市町

競 技 結 果

葛城Aチーム
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結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

　

令
和
五
年

十
月
十
三
日
、

奈
良
若
草

カ
ン
ト
リ
ー

倶
楽
部
で
県

老
連
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

五
十
三
名
の
方
が
エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
絶
好
の
ゴ
ル
フ
日
和
と

な
り
、清
々
し
い
空
気
の
中
み
な
さ
ん
ゴ

ル
フ
を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
県
老
連
植
田
紘
一
副
会

長
よ
り
上
位
三
名
の
方
に
表
彰
状
と
賞

品
が
、と
び
賞
お
よ
び
特
別
賞
の
方
に

は
賞
品
が
手
渡
さ
れ
、参
加
者
の
方
々

か
ら
は
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

【
御
協
賛
い
た
だ
い
た
企
業
】（
順
不
同
）

　

明
日
香
保
育
園
様
・
三
和
澱
粉
工
業

株
式
会
社
様
・
株
式
会
社
サ
ン
キ
ュ
ー

観
光
様
・
学
校
法
人
西
大
和
学
園
白
鳳

短
期
大
学
様
･
聖
寿
会
か
な
は
し
苑
様

･
だ
ん
ご
庄
株
式
会
社
様
・
奈
良
若
草

カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
様

優　勝 松 本 文 雄
準優勝 枡 井 繁 好
３　位 増 井 克 安
４　位 川 村 皓 一
５　位 中 島 宗 宏
６　位 森 浦 康 文
７　位 中 南 義 弘
８　位 岩 倉 博 三
９　位 森 田 太 郎
10 位 高 栄 　 滋

13 位（当日賞） 芳 川 恭 久
ベストグロス賞 森 浦 康 文

BB賞 西 本 清 一
最高齢賞（88歳） 竹 邑 利 三

ゴ
ル
フ
大
会

ゴ
ル
フ
大
会

県老連
植田副会長

結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

　

令
和
五
年
十
一
月
一
日
、橿
原
公
苑

陸
上
競
技
場
で
県
老
連
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
県
内

各
地
か
ら
三
百
十
三
名
の
方
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
は
プ
レ
ー
方
法
を
変

更
し
、
去
年

よ
り
一
ゲ
ー

ム
多
い
八

ホ
ー
ル
×

三
ゲ
ー
ム

で
順
位
を

決
定
し
ま

し
た
。

　

始
め
に
、

県
老
連
中

村
秀
雄
会
長
の
挨
拶
が
あ
り
次
に
県
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
鷲
見
隆
男
会

長
の
ご
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
競
技
が

始
ま
る
と
ボ
ー
ル
を
打
つ
軽
快
な
音
が

響
き
渡
り
、沢
山
の
方
が
ホ
ー
ル
イ
ン

ワ
ン
を
達
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

県G・ゴルフ協会
鷲見会長

県老連
中村会長

順位 市町村 選手名

優　勝 葛城市 村 島 　 猛

準優勝 上牧町 福 嶋 安 則

3　位 田原本町 川 澄 憲 子

4　位 田原本町 松 川 恵 宥

5　位 桜井市 堀 田 照 子

6　位 葛城市 中 井 章 二

7　位 上牧町 杉田千恵子

8　位 上牧町 迫 敏
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動
は
老
人
ク
ラ
ブ
の「
健
康
・
友
愛
・

奉
仕
」の
三
大
運
動
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
確
信
し
て
い
る
。

・�

橿
原
市
老
連
と
し
て
は
、積
極
的
に

地
域
活
動
を
行
い
、高
齢
者
が
自
分

ら
し
く
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
活
動

の
輪
を
広
げ
、魅
力
的
な
老
人
ク
ラ

ブ
づ
く
り
を
目
指
し
努
力
し
て
い
く
。

【
活
動
発
表
】

広
陵
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

『
つ
ば
さ
グ
ラ
ン
パ
の
会
』

・�
男
性
ば
か
り
で
、平
成
三
十
年
四
月

に
発
足
。
最
高
齢
者
は
八
十
六
歳
で
、

平
均
年
齢
は
七
十
九
歳
。
広
陵
町
主

催
の
か
ぐ
や
姫
祭
に
も
出
演
。
主
な

演
目
は「
フ
ラ
ダ
ン
ス
」「
ラ
ー
メ
ン

体
操
」な
ど
。

�

出
演
依
頼
の
オ
フ
ァ
ー
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
！

平
群
町
長
寿
会
連
合
会

『
オ
カ
リ
ナ
ク
ラ
ブ

（
ク
オ
ー
レ
オ
カ
リ
ナ
）』

・�

男
性
二
人
、女
性
八
人
の
構
成
で
、平

成
二
十
九
年
四
月
よ
り
活
動
開
始
。

最
高
齢
者
は
八
十
六
歳
。
平
群
町
長

寿
会
総
会
で
の
舞
台
発
表
、地
域
で

の
演
奏
会
、自
治
会
敬
老
会
に
も
出
演
。

〇�

ど
ち
ら
の
発
表
も
、
最
高
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、演
奏
で
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。

確
保
対
策
課
島
岡
義
典
課
長
よ
り
、ご

来
賓
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
事
例
発
表
】

『
友
愛
活
動
な
ど
の
顕
著
な
活
動
事
例
』

�

橿
原
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　
　

副
会
長
・
女
性
部
長

�

松
田　

静
代

〈
発
表
要
旨
〉

・�

毎
年
独
居
老
人
宅
へ
、
心
を
込
め

た
手
土
産
と
言
葉
を
添
え
て
訪
問

し
、顔
を
見
て
、声
を
聞
い
て
健
康

チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
る
。

・�

手
芸
講
習
会
も
好
評
で
、地
元
で
は

「
干
支
の
色
紙
づ
く
り
」を
し
て
喜

ば
れ
て
い
る
。
女
性
部
の
地
道
な
活

　

令
和
五
年
十
月
二
十
七
日（
金
）奈
良

県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
六
階
大

ホ
ー
ル
で「
奈
良
県
老
人
ク
ラ
ブ
指
導

者
研
修
会
」を
、開
催
し
ま
し
た
。

　

県
老
連
中
村
秀
雄
会
長
か
ら
、挨
拶

が
あ
り
、そ
の
後
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
会
長
表
彰
の

伝
達
、続
い
て
県

老
連
会
長
表
彰

が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。（
受
賞
者

は
、三
頁
記
載
）

　

次
に
、
県
長

寿
・
福
祉
人
材

　
老
人
ク
ラ
ブ

指
導
者
研
修
会
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た
。
十
団
体
の
地
元
の
方
々
が
、コ
ー

ラ
ス
、踊
り
、寸
劇
等
を
披
露
さ
れ
大

き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

【
第
二
部（
九
日
）】活
動
発
表

　
「
地
域
支
え
合
い
活
動
を
広
げ
よ
う
」

を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
開
か
れ
ま
し
た
。
秋
田
県
、横
浜
市
、

山
口
県
の
各
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
の
活
動

発
表
を
も
と
に
友
愛
活
動
に
つ
い
て
話

し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
六

年
度
の
第

五
十
三
回
全

国
老
人
ク
ラ

ブ
大
会
は
、

神
奈
川
県
横

浜
市
で
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

令
和
五
年
十
一
月
八
～
九
日
、老
人

福
祉
法
制
定
六
十
周
年
記
念
第
五
十
二

回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
が
、あ
き
た

芸
術
劇
場
ミ
ル
ハ
ス（
秋
田
市
）に
お
い

て
、全
国
か
ら
千
三
百
五
十
一
名
が
集

い
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
奈
良
県
老
連
か

ら
は
、四
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

 【
第
一
部（
八
日
）】式
典

　

老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者
、優
良
老

人
ク
ラ
ブ
、優
良
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

に
対
し
て
、全
老
連
村
木
厚
子
会
長
よ

り
全
老
連
会
長
表
彰
が
授
与
さ
れ
ま
し

た（
県
老
連
受
賞
者
は
三
頁
に
掲
載
）。

　

そ
の
後
、「
老
人
ク
ラ
ブ
文
化
祭
」と

題
し
て
開
催
地
活
動
発
表
が
あ
り
ま
し

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

　

令
和
五
年
度
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
老
人

ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
は
、令
和
五

年
六
月
二
十
九
日
、兵
庫
県
民
会
館
に

お
い
て
兵
庫
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

の
担
当
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
近
畿
各

府
県
市
老
連
か
ら
百
八
十
五
名（
男
性

九
十
七
名
・
女
性
八
十
八
名
）が
集
い
、

奈
良
県
老
連
か
ら
は
、中
村
会
長
は
じ

め
二
十
一
名（
男
性
十
名
・
女
性
十
一

名
）が
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
の
あ
と
、「
老
人
ク
ラ
ブ
の

現
状
と
課
題
」と
題
し
て
全
老
連
の
笹

尾
勝
常
務
理
事
よ
り
基
調
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
人
生
百
年
時
代
に
向
け
た
持

続
可
能
な
老
人
ク
ラ
ブ
づ
く
り
の
た
め

の
課
題
と
し
て
、①
ク
ラ
ブ
運
営
の
工

夫（
役
割
分
担
に
よ
る
負
担
の
軽
減
）②

地
域
・
関
係
団
体
と
の
関
係
強
化
③
高

齢
者
の
ニ
ー
ズ
や
社
会
的
課
題
の
把

握
と
活
動
へ
の
反
映

（
関
心
ご
と
・
お
困
り

ご
と
・
楽
し
み
ご
と

の
声
を
聞
く
）④
個
々

の
ク
ラ
ブ
に
対
す
る

活
動
の
支
援
の
四
つ

が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に「
人
と
か
か

わ
る
、人
と
出
会
う
」

と
題
し
て
、
人
材
養

成
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
浅
見
真
一
氏
よ

り
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。　

昼
食
後
、

参
加
者
は
四

つ
の
分
科
会

に
分
か
れ
、事

例
発
表
と
活

発
な
意
見
交
換
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。第

四
分
科
会「
デ
ジ
タ
ル
社
会
へ
の
適
応
事

例
」で
は
、県
老
連
植
田
紘
一
副
会
長
が

座
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、第
一
分
科

会「
老
人
ク
ラ
ブ
の

基
本
的
な
活
動
事

例
」
で
は
、
橿
原
市

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

副
会
長
の
松
田
静
代
さ
ん
が
事
例
発
表

を
行
い
ま
し
た
。

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

�

老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
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結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

　

令
和
五
年
八

月
三
十
日
県
社

会
福
祉
総
合
セ

ン
タ
ー
で
奈
良

県
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
健
康
麻

雀
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
参

加
者
は
七
十
三

名
で
し
た
。

　

開
会
式
で
は
県
老
連
中
村
秀
雄
会
長

の
挨
拶
が
あ
り
、続
い
て
奈
良
県
健
康

麻
雀
協
会
石
垣
和
美
理
事
長
よ
り
挨
拶

と
競
技
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

試
合
は
五
十
分
制
限
の
四
回
戦
で

行
わ
れ
ま
し

た
。
対
局
中
は

皆
さ
ん
真
剣

な
面
持
ち
で
卓

を
囲
ん
で
お
ら

れ
、
緊
張
感
が

伝
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
対
局
が

終
わ
る
と
一
転

し
和
や
か
に
お

し
ゃ
べ
り
さ
れ
、

交
流
を
深
め
て

い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。

第14回第14回

健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
大
会

健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
大
会

順位 氏　　名 市町村 総合得点
優勝 森 康明 大和郡山市 188,400
準優勝 飯田 潤一 香芝市 179,600
3位 松尾 信一 上牧町 177,700
4位 植村 住一 三宅町 169,600
5位 植村 吉胤 三宅町 162,700
6位 松浦 賢一 大淀町 157,800
7位 福田 政廣 大淀町 154,700
8位 竹ノ内 武視 橿原市 152,100
9位 山本 雅俊 田原本町 151,800
10位 田中 宣男 大和郡山市 150,900

成　　績　　表

県老連
中村会長

県健康麻雀協会
石垣理事長

優勝
森さん

準優勝

飯田さん

第3位

松尾さん

〈
令
和
五
年
十
一
月
三
十
日
〉

　

前
日
の
夜
の
雨
も
あ
が
り
無
事
に
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
当
日
は

強
い
風
が
吹
く
寒
い
日
と
な
り
ま
し
た

が
九
十
一
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

強
風
の
た
め
ボ
ー
ル
が
思
わ
ぬ
所
に
転

が
っ
た
り
、帽
子
が
飛
ん
で
い
っ
た
り

と
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
ま
し
た
が
、み

な
さ
ん
楽
し
く
プ
レ
ー
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

第
三
回
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
を
広
陵

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
に
お
い
て
開
催

し
ま
し
た
。
会
場
の
人
数
制
限
が
あ
り
、

ま
た
参
加
者
多
数
の
た
め
、二
日
に
分

け
て
行
い
ま
し
た
。

〈
令
和
五
年
九
月
二
十
九
日
〉

　

秋
晴
れ
の
も
と
、七
十
八
名
の
方
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。
初
め
て
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
を
さ
れ
る
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
が
、

リ
ー
ダ
ー
の
方
に
教
え
て
も
ら
い
な
が

ら
プ
レ
ー
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ベ
テ
ラ

ン
の
方
は
飛
距
離
も
長
く
一
発
で
グ

リ
ー
ン
に
の
せ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
汗

ば
む
陽
気
で
し
た
が
、み
な
さ
ん
元
気

に
コ
ー
ス
を
回
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

第
３
回
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

第
３
回
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

順位 選手名

優　勝 辻 　 修 三

準優勝 岡 本 賢 治

3　位 笹 井 正 隆

4　位 田 中 　 保

5　位 田 中 敏 雄

6　位 水 島 清 志

順位 選手名

優　勝 片 山 　 昇

準優勝 赤 木 拓 也

3　位 宮 　 祐 勝

4　位 野瀬賀世子

5　位 辻 　 康 司

6　位 鮫 島 　 守

優勝
辻さん辻さん

準優勝

岡本さん岡本さん

優勝
片山さん片山さん

準優勝

赤木さん赤木さん
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ｅ
ス
ポ
ー
ツ
体
験
普
及
事
業

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
体
験
普
及
事
業

　

令
和
五
年
度
か
ら
「ｅ
ス
ポ
ー
ツ
体

験
普
及
事
業
」
を
始
め
ま
し
た
。

　
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
と
は
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ッ
ク・

ス
ポ
ー
ツ
の
略
で
、簡
単
に
言
え
ば
、コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
―
ゲ
ー
ム
や
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム

を
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
捉
え
た
も
の
で
す
。

　

こ
のｅ
ス
ポ
ー
ツ
に
は
、高
齢
者
に
と
っ

て
認
知
機
能
の
低
下
防
止
、健
康
寿
命

の
延
伸
な
ど
の
効
果
が
あ
る
と
数
多
く

の
研
究
結
果
が
発
表
さ
れ
て
お
り
、昨

年
愛
媛
県
で
開
催
さ
れ
た
「
全
国
健

康
福
祉
祭（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
）」で
も

オ
リ
ジ
ナ
ル
種
目
と
し
て
初
め
て
採
用

さ
れ
ま
し
た
。

　

県
老
連
で
は
、こ
のｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
高

齢
者
の
健
康
づ
く
り
や
仲
間
づ
く
り
に

活
用
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、そ
の
普
及

に
努
め
る
こ
と
と
し
、ま
ず
は
皆
さ
ん

に
体
験
し
て
も
ら
お
う
と
出
張
体
験

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ム
、ビ
デ
オ
ゲ
ー

ム
と
聞
く
と
、と
っつ
き
に
く
い
感
じ
や

不
安
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、講

師
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
の
使
い
方
や
ゲ
ー

ム
の
や
り
方
を
丁
寧
に
教
え
て
く
れ
ま

す
の
で
、心
配
い
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ま
で
の
参
加
者
の
ほ
ぼ
全
員
が

初
め
て
体
験
さ
れ
た
方
で
し
た
が
、体

験
後
に
は
「
や
っ
て
み
た
ら
意
外
と
で

き
た
。
も
う
少
し
続
け
て
やって
み
た
い
」

「
楽
し
く
て
、も
っ
と
み
ん
な
で
遊
び
た

い
」「
脳
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
な
っ
た
」
な

ど
の
声
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
、是
非
一
度
体
験
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
き
っ
と
楽
し
さ
が
わ
か
っ
て

い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

　

場
所
を
確
保
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

県
老
連
か
ら
必
要
な
機
材
と
講
師
を

派
遣
し
ま
す
。
市
町
村
老
連
を
通
し

て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

体
験
し
て
い
た
だ
い
た
ゲ
ー
ム（
例
）

体
験
し
て
い
た
だ
い
た
ゲ
ー
ム（
例
）

「
太
鼓
の
達
人
」

　

曲
と
と
も
に

画
面
に
流
れ
る

音
符
に
合
わ
せ

て
、タ
イ
ミ
ン
グ

よ
く
太
鼓
を
た

た
く
ゲ
ー
ム
で

す
。
赤
い
音
符

は
太
鼓
の
面
を
、青
い
音
符
は
太
鼓
の

ふ
ち
を
た
た
き

ま
す
。
何
回
か

や
る
と
、
す
ぐ

に
曲
に
合
わ
せ

て
た
た
け
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

「
ボ
ー
リ
ン
グ
」

　

ボ
タ
ン
を
押
し
な
が
ら
コ
ン
ト
ロ
ー

ラ
ー
を
振
る
だ
け
。

　

昭
和
の
ボ
ー
リ
ン
グ
世
代
の
方
に
は
、

リ
ア
ル
ボ
ー
リ
ン
グ
で
の「
あ
の
」
記
憶

が
呼
び
起
こ
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ボ
ー
リ
ン
グ
場
へ
出
か
け
て
重
い
球

を
投
げ
な
く
て
も
、ｅ
ス
ポ
ー
ツ
な
ら
昔

の
よ
う
に
楽
し
め
ま
す
。

「
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
」

　
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
を
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く

振
る
だ
け
。
と
て
も
簡
単
で
す
。

　

面
白
く
て
、思
わ
ず
力
が
入
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

12 月までの開催状況
開催日 場　所 人　数
7月 21日 王寺町向ヶ丘自治会館 18名
8月 1日 五條市湯川地区高齢者福祉センター 20名
8月 4日 橿原市中央公民館 18名
8月 24日 明日香村健康福祉センター 25名
9月 25日 宇陀市菟田野地域事務所 15名
9月 28日 橿原市葛本第 2集会所 15名
10月 6日 宇陀市人権交流センター 2F 15名
10月 12日 山添村総合スポーツセンター体育館 25名
10月 12日 宇陀市榛原高井生活改善センター 15名
11月 16日 五條市二見公民館 10名
12月 22日 葛城市南道穂コミュニティセンター 10～15名
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だ
と
思
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

終
息
す
れ
ば
、『
い
と
こ
会
』を
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
日
が
一
日
も

早
く
来
る
よ
う
祈
っ
て
い
ま
す
。

感
想
文
（
読
書
）

�

天
理
市
　
堀
内
　
房
子
（
98
歳
）

　

人
生
最
長
老
齢
に
な
り
、目
、耳
と

も
に
悪
く
な
っ
て
い
る
の
で
、む
つ
か

し
い
本
な
ど
を
読
め
な
い
け
れ
ど
、あ

る
小
学
校
の
こ
と
を
書
い
た
記
事
を
読

ん
だ
時
の
こ
と
。
其
れ
は「
心
の
貯
金

箱
」と
い
う
名
前
の
空
き
箱
に
、ク
ラ

ス
の
子
ど
も
た
ち
の
嬉
し
か
っ
た
事
や

楽
し
か
っ
た
事
、友
だ
ち
の
良
い
と
こ

ろ
な
ど
を
書
き
込
ん
で
入
れ
る
そ
う
で

す
。
箱
一
杯
に
な
り
開
票
さ
れ
、そ
こ

に
は
色
々
の
言
葉
の
中
に
、「
○
○
さ

ん
掃
除
お
手
伝
い
し
て
く
れ
て
有
難
う
」

「
○
○
さ
ん
傘
貸
し
て
く
れ
て
ぬ
れ
ず

に
済
ん
で
有
難
う
」等
々
書
き
入
れ
て

あ
っ
た
そ
う
で
す
。　

　

こ
の
実
践
を
始
め
て
か
ら
、人
を
褒

め
る
言
葉
が
多
く
使
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
書
か
れ
て
あ
り
、日
頃
の
生

活
の
中
で
、人
の
美
点
を
見
出
し
温
か

い
心
を
育
ん
で
い
く
事
、悪
い
と
こ
ろ

よ
り
良
い
と
こ
ろ
を
ま
ず
見
て
教
え
習

う
事
の
大
切
さ
を
書
か
れ
た
記
事
を
読

み
、現
在
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯

電
話
な
ど
の
利
用
性
が
日
々
増
し
て
い

く
昨
今
と
思
い
く
ら
べ
、さ
さ
や
か
な

が
ら
老
人
も「
幸
せ
心
」に
灯
が
付
い

血
の
つ
な
が
り
に
感
謝

�

葛
城
市
　
阪
口
　
君
代
（
78
歳
）

　

私
の
従
弟
は
、一
町
の
田
圃
を
受
け

持
っ
て
忙
し
い
身
で
あ
り
な
が
ら
、病

弱
の
夫
を
気
遣
い
助
け
て
く
れ
ま
す
。

兄
ち
ゃ
ん
の
姿
を
見
た
ら
放
っ
と
け
な

い
と
言
っ
て
、田
起
こ
し
か
ら
田
植
え

ま
で
の
全
て
の
農
作
業
を
、如
才
な
く

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

田
植
え
前
に
は「
田
の
縁
を
鋤
で
突

い
て
、波
板
を
は
め
込
む
の
は
し
ん
ど

い
や
ろ
」と
言
っ
て
、畦
上
げ
機
を
運

び
入
れ
て
き
れ
い
に
仕
上
げ
て
く
れ
ま

し
た
。
見
た
こ
と
が
無
い
美
し
い
畦
が

出
来
て
、大
喜
び
し
ま
し
た
。「
助
け
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
」と
夫
も
喜
び
、

思
い
遣
り
の
あ
る
優
し
い
従
弟
に
、感

謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

彼
の
幼
少
期
、家
業
に
忙
し
い
彼
の

両
親
に
代
わ
っ
て
、私
の
母
が
世
話
を

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
人
を
助
け

て
喜
ば
れ
、ま
た
人
に
助
け
ら
れ
て
喜

ぶ
こ
と
が「
因
果
応
報
」に
当
た
る
と

思
い
ま
す
。
人
を
泣
か
せ
た
ら
、い
つ

か
泣
か
さ
れ
ま
す
。
心
や
さ
し
く
、親

切
に
す
る
こ
と
が
、将
来
何
か
で
返
っ

て
く
る
も
の
で
す
。

　

頼
る
ば
か
り
の
私
等
夫
婦
に「
兄
ち
ゃ

ん
、姉
ち
ゃ
ん
」と
言
っ
て
く
れ
る
の
も
、

叔
父
夫
婦
の
お
陰
様
だ
と
感
謝
し
て
い

ま
す
。
も
う
、叔
父
叔
母
は
こ
の
世
に

居
ま
せ
ん
が
、身
内
が
力
を
合
わ
せ
仲

良
く
暮
ら
す
こ
と
が
、先
祖
へ
の
供
養
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た
よ
う
な
思
い
に
さ
せ
ら
れ
た
う
れ
し

い
読
書
で
し
た
。

バ
ッ
ク
チ
ャ
ー
ム
作
り

�

大
和
高
田
市
　
今
中
恵
美
子
（
85
歳
）

　

更
生
保
護
女
性
会
の
手
芸
ク
ラ
ブ

の
活
動
で
、可
愛
い
ピ
ン
ク
の
バ
ッ
ク

チ
ャ
ー
ム
を
作
り
ま
し
た
。
募
集
の
た

め
、市
の
広
報
に
掲
載
し
た
だ
け
で
は

集
ま
り
ま
せ
ん
。

　

知
人
や
顔
見
知
り
に
も
声
を
か
け
、

お
か
げ
で
四
十
人
程
集
ま
り
ま
し
た
。

中
に
は
九
十
歳
代
の
方
も
元
気
に
参
加

さ
れ
ま
し
た
。
日
頃
、何
か
を
し
た
い

と
思
い
な
が
ら
中
々
踏
み
出
せ
な
い
が

声
を
か
け
て
も
ら
っ
た
こ
と
で
一
歩
前

進
出
来
た
と
い
う
人
も
い
ま
し
た
。

　

手
を
動
か
し
な
が
ら
、知
ら
な
い
人

た
ち
と
も
和
気
藹
々
で
、楽
し
く
作
品

作
り
を
し
、出
来
栄
え
を
見
せ
合
っ
て

喜
び
、「
ま
た
機
会
が
あ
れ
ば
参
加
し

た
い
」と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
会
は
、新
会
員
の
公
募
が
目
的

で
し
た
。
更
生
保
護
の
主
旨
に
賛
同
し

て
入
会
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。
最
近
は
ど
の
会
も
高
齢
化

で
会
員
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
し
よ
う
と
い
う
人
も
少
な
い

で
す
が
、ど
ん
な
会
に
し
て
も
参
加
す

る
こ
と
で
自
分
自
身
も
向
上
し
ま
す
。

奉
仕
は
人
の
た
め
で
は
な
く
自
分
の
た

め
だ
と
考
え
ま
す
。
い
ろ
ん
な
人
と
の

出
会
い
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

私
も
、い
つ
ま
で
で
き
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
が
、い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
参
加

し
自
分
ら
し
く
生
き
た
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

と
頑
張
っ
て

い
る
こ
の
頃
で
す
。

処
女
航
海

�

大
和
郡
山
市
　
石
原
　
久
治
（
94
歳
）

　

学
校
を
卒
業
し
て
船
舶
の
機
関
士
免

状
を
取
得
し
た
が
、就
職
す
る
商
船
会

社
に
船
が
無
い
。
戦
争
で
全
部
沈
没
。

戦
後
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
日
本
で
の
造

船
不
許
可
。
幸
か
不
幸
か
朝
鮮
戦
争
勃

発
。
物
資
輸
送
の
た
め
船
舶
が
必
要
に

な
り
、マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
世
界
各
国
か

ら
古
船
八
十
隻
買
い
集
め
、船
会
社
は

急
遽
乗
組
員
を
募
集
、や
っ
と
船
員
に

な
っ
た
。

　

初
航
海
は
、ペ
ル
ー
、チ
リ
の
各
港

に
て
鋼
鉱
石
の
サ
ン
プ
ル
を
積
荷
す
る

た
め
神
戸
港
発
。
太
平
洋
は
波
静
か
。

燃
料
補
給
に
ホ
ノ
ル
ル
、マ
ン
サ
ニ
ヨ

に
寄
港
し
て
ペ
ル
ー
の
タ
ラ
ラ
、カ
ヤ

オ
ー
ヘ
。
チ
リ
に
入
り
ト
コ
ピ
ヤ
、カ

ル
デ
ラ
、コ
キ
ン
ボ
、バ
ル
パ
ラ
イ
ソ

各
港
に
て
船
積
み
し
て
帰
国
。

　

ペ
ル
ー
、チ
リ
に
も
日
本
か
ら
移
民

し
た
方
た
ち
が
い
る
。
日
本
船
が
戦
後

初
入
港
す
る
と
、ニ
ュ
ー
ス
が
伝
わ
り

大
勢
の
人
が
港
に
来
て
い
た
。
ア
メ
リ

カ
の
船
も
ま
だ
戦
後
一
回
も
来
て
い
な

い
の
に
、日
本
の
船
が
一
番
と
は
。
当

時
移
民
し
た
日
本
人
た
ち
は
勝
組
、負

組
と
分
か
れ
て
い
た
。
本
当
に
日
本
は
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ば
あ
ち
ゃ
ん
も
出
席
し
て
ね
」と
言
っ

て
帰
っ
た
。「
あ
あ
、奈
良
な
ら
い
け
る
」。

　

孫
は
嫁
に
出
し
た
娘
の
子
ど
も
で
、

年
に
数
日
帰
っ
て
く
る
だ
け
だ
が
大
変

な
つ
い
て
く
れ
、亡
き
主
人
は
一
番
か

わ
い
が
っ
て
い
た
。
今
で
も
奈
良
に
帰

る
と「
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
料
理
食
べ
た
い
」

と
よ
く
来
て
く
れ
る
。

　

八
十
歳
を
過
ぎ
、年
々
足
腰
も
弱
っ

て
き
た
し
、今
年
の
夏
は
猛
暑
で
家
に

引
き
こ
も
っ
て
い
た
。
元
気
で
十
月
を

迎
え
み
ん
な
元
気
で
出
席
で
き
る
よ
う

に
と
日
々
祈
っ
て
い
た
。

　

当
日
、
タ
ク
シ
ー
で
式
場
へ
行
き
、

娘
夫
婦
や
他
の
孫
た
ち
み
ん
な
に
会
え

た
。
身
内
と
二
人
の
友
人
た
ち
が
た
く

さ
ん
出
席
し
て
く
だ
さ
り
、挨
拶
な
ど

は
少
な
く
、ク
イ
ズ
や
手
造
り
の
心
温

ま
る
演
出
で
楽
し
い
宴
だ
っ
た
。

　

途
中
、お
色
直
し
の
た
め
退
場
す
る

と
き
に
司
会
者
が「
お
嫁
さ
ん
は
誰
に

エ
ス
コ
ー
ト
し
て
も
ら
い
ま
す
か
」と

聞
か
れ「
お
姉
ち
ゃ
ん
」と
言
っ
て
、花

嫁
さ
ん
は
お
姉
さ
ま
と
退
場
。
次
に

孫
息
子
は
誰
に
し
て
も
ら
う
の
か
な

と
思
っ
て
い
る
と「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」

と
大
き
な
声
が
会
場
中
に
響
い
た
。

「
え
っ
、私
‼
」「
そ
ん
な
役
目
聞
い
て

な
か
っ
た
」。

　

一
瞬
び
っ
く
り
し
た
が
、壇
上
へ
行

き
二
十
八
歳
の
孫
と
八
十
六
歳
の
私
が

腕
を
組
み
大
き
な
拍
手
の
な
か
退
場
し

た
。
ほ
ん
と
う
に
嬉
し
か
っ
た
。
一
生

負
け
た
の
か
？
と
の
質
問
が
多
く
戦
後

の
状
況
を
説
明
す
る
の
が
大
変
だ
っ
た
。

　

各
港
で
、当
地
を
案
内
す
る
か
ら
時

間
が
あ
れ
ば
ど
う
ぞ
と
親
切
に
誘
う
て

く
だ
さ
り
、そ
の
上「
お
金
は
使
い
な

さ
ん
な
。
私
た
ち
が
面
倒
見
ま
す
」と

ま
で
。

　

移
民
の
苦
労
は
、日
本
で
の
苦
労
と

ま
た
違
っ
た
事
柄
多
々
話
を
し
て
く
だ

さ
り
大
変
勉
強
に
な
っ
た
。　

　

ペ
ル
ー
の
港
で
は
、ナ
ス
カ
の
地
上

絵
や
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
を
写
真
ま
で
持
ち

込
ん
で
お
話
し
く
だ
さ
り
、チ
リ
で
は
、

イ
ー
ス
タ
ー
島
に
約
六
百
体
が
残
る
モ

ア
イ
像
の
話
。
実
物
は
そ
の
後
も
、と

う
と
う
見
る
事
は
で
き
な
か
っ
た
が
、

聞
い
た
話
は
覚
え
て
い
る
。

　

帰
港
途
中
、エ
ク
ア
ド
ル
の
ガ
ラ
パ

ゴ
ス
諸
島
は
、南
氷
洋
か
ら
北
上
す
る

海
流
の
た
め
に
気
温
が
低
く
、赤
道
直

下
で
あ
り
な
が
ら
、ペ
ン
ギ
ン
が
住
ん

で
い
る
。
船
か
ら
は
ペ
ン
ギ
ン
を
見
る

こ
と
が
で
き
ず
残
念
。

　

初
移
民
七
百
八
十
一
人
を
乗
せ
、笠

戸
丸
は
千
九
百
八
年
四
月
二
十
八
日
夕

刻
に
神
戸
港
を
出
港
。
現
在
、現
地
で

は
六
世
の
方
た
ち
が
活
躍
さ
れ
て
い
る
。

嬉
し
い
一
日

�

天
理
市
　
川
合
　
洋
子
（
86
歳
）

　

お
正
月
に
、東
京
に
住
む
孫
夫
婦
が

「
コ
ロ
ナ
で
で
き
な
か
っ
た
結
婚
披
露

宴
を
、奈
良
で
十
月
に
す
る
か
ら
、お
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に
一
度
の
感
激
し
た
嬉
し
い
一
日
だ
っ

た
。
こ
の
歳
に
な
り
、こ
ん
な
役
目
を

元
気
に
で
き
感
謝
し
て
い
る
。

　
『
幸
せ
な
家
庭
を
作
っ
て
ね
。』十
年

前
に
亡
く
な
っ
た
主
人
に
見
せ
て
あ
げ

た
か
っ
た
。
あ
り
が
と
う
。

阪
急
電
車
の
思
い
出

�

広
陵
町
　
堀
内
　
宗
弘
（
82
歳
）

　

私
の
父
は
、関
西
線
の
王
寺
駅
前
で

時
計
屋
を
営
ん
で
い
ま
し
た
。
高
校
を

卒
業
し
た
長
男
の
私
に「
店
を
継
ぐ
の

に
、他
人
の
メ
シ
を
食
う
て
こ
い
」と

い
わ
れ
、修
行
に
行
く
の
が
当
時
の
風

習
で
し
た
。

　

私
は
岸
和
田
市
の
駅
前
に
あ
る「
宮

井
精
工
堂
」で
、住
み
込
み
で
修
業
し

ま
し
た
。
岸
和
田
は
、だ
ん
じ
り
で
有

名
で
す
が
、当
時
は
静
か
に
走
り
、今

よ
り
お
と
な
し
い
祭
り
で
、私
も
参
加

し
ま
し
た
。

　

店
に
は
五
十
六
人
の
店
員
が
い
て
、

私
は
隣
駅
の
タ
コ
地
蔵
に
集
金
に
行
き

ま
し
た
。
岸
和
田
は
お
城
が
あ
り
、浜

言
葉
で
言
葉
が
荒
く
、
私
は
奈
良
弁
。

京
都
弁
に
よ
く
似
て
い
る
と
言
わ
れ
ま

し
た
。
近
く
に
は
岸
和
田
競
輪
場
が
あ

り
、活
気
の
あ
る
街
で
一
年
以
上
い
ま

し
た
。
し
ば
ら
く
し
て
、父
か
ら
急
に

「
帰
っ
て
こ
い
」と
言
わ
れ
辞
め
ま
し
た
。

　

で
も
、実
家
に
は
戻
ら
ず
修
業
を
続

け
ま
し
た
。
以
前
か
ら
阪
急
電
車
に

あ
こ
が
れ
て
い
た
の
で
、ち
ょ
う
ど
新

聞
で
住
み
込
み
の
店
員
募
集
を
見
て
、

十
三
の
駅
の
近
く
に
あ
る
時
計
修
理
の

専
門
店
に
行
き
ま
し
た
。
人
数
は
十
人

近
く
い
ま
し
た
。
私
の
同
世
代
で
地
方

か
ら
は
、岡
山
、鳥
取
な
ど
か
ら
も
来

て
い
ま
し
た
。
私
は
、阪
急
電
車
宝
塚

線
の
定
期
便
で
、駅
員
さ
ん
の
懐
中
時

計
の
配
達
を
担
当
し
ま
し
た
。
話
好
き

だ
っ
た
私
は
、各
駅
の
駅
員
さ
ん
と
す

ぐ
に
親
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

阪
急
沿
線
の
時
計
は
、百
貨
店
の
時

計
売
り
場
が
管
理
す
る
と
思
い
ま
し
た

が
、競
争
入
札
で
安
い
と
こ
ろ
に
決
め

て
い
ま
し
た
。
梅
田
か
ら
中
津
、三
国
、

十
三
、
庄
内
、
服
部
、
蛍
池
、
岡
町
、
豊

中
ま
で
毎
日
、時
計
を
十
個
は
預
か
り

ま
し
た
。
懐
中
時
計
の
個
数
を
ミ
ス
し

な
い
よ
う
に
大
変
で
し
た
。
私
は
駅
員

さ
ん
の
受
け
が
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

阪
急
電
車
の
中
は
シ
ャ
レ
た
服
装
で
、

礼
儀
正
し
い
人
が
多
か
っ
た
で
す
。
今

で
も
あ
の
時
の
こ
と
を
懐
か
し
く
思
い

出
し
ま
す
。
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歌
詠
む
は
心
澄
み
ゆ
く
気
持
す
る
書
か
ぬ
時
よ
り
書

く
今
が
好
き

手
花
火
に
う
か
ぶ
童
子
の
顔
と
顔
父
兄
ら
の
話
に
ま

た
笑
顔
し
て

寒
暖
の
激
し
い
日
々
に
戸
惑
い
し
紅
葉
の
彩
色
雪
に

覆
わ
る

年
増
し
て
生
き
る
喜
び
ペ
ン
を
執と

り
心
と
き
め
く
明

日
を
望
み
て

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
元
気
で
す
か
の
一
声
に
痛
み
た
る
不

安
す
っ
と
吹
き
飛
ぶ

気
が
つ
け
ば
八
十
路
半
ば
に
き
て
を
り
ぬ
生
涯
青
春

白
寿
目
指
し
て

マ
ス
ク
越
し
目
は
口
ほ
ど
に
物
を
言
い
コ
ロ
ナ
一
過

も
未
だ
変
わ
ら
ず

歌
舞
伎
見
る
謡
い
の
か
げ
に
役
者
あ
り
海
老
蔵
あ
っ

ぱ
れ
勧
進
帳
の

鈴
生
り
の
キ
ウ
イ
を
取
り
に
お
い
で
と
の
電
話
の
く

れ
る
人
あ
り
が
た
き

逝
き
し
姉
日
毎
愛
し
た
毛
糸
編
思
い
出
奔
る
今
日
の

指
先

若
き
よ
り
安
心
立
命
求
め
来
て
吾
が
八
十
歳
代
感

謝
・
感
謝

役
終
え
し
コ
ス
モ
ス
跡
に
パ
ン
ジ
ー
植
え
家
ま
で
続

く
路
傍
の
斜な

だ

り

浮
上
せ
よ
悲
痛
な
叫
び
タ
イ
タ
ン
へ
伹
み
し
爆
圧
鎮

魂
の
海

幽
明
に
引
き
よ
せ
ら
れ
し
三
味
の
音
と
笠
の
想
い
出

お
わ
ら
の
盆
は

山
寺
は
写
真
禁
止
の
秘
密
基
地
目
に
焼
き
付
け
て
絵

葉
書
を
買
う

孫
の
言
う
大
好
き
な
人
と
う
ち
ゃ
ん
と
か
あ
か
ね
え

ね
に
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
だ
と

ゆ
ら
ゆ
ら
と
記
憶
の
山
が
崩
れ
ゆ
く
大
和
郡
山
市

久
保
田
早
苗

老
夫
婦
石
段
の
ぼ
り
法
要
に

生
駒
市

辻
冨
美
子

て
い
ね
い
に
魚
を
食
べ
る
物
価
高
宇
陀
市

松
川
輝
蔵

恙
無
く
笑
い
が
薬
ひ
た
む
き
に

天
理
市

阪
口
雅
子

ご
め
ん
ね
の
一
言
心
晴
れ
て
く
る
橿
原
市
光
宗
由
美
子

嘘
の
な
い
暮
ら
し
の
中
の
笑
い
声
王
寺
町

福
西
禮
子

フ
ル
ム
ー
ン
義
母
な
ら
き
っ
と
一
ひ
ね
り
川
西
町

井
澤
　
徹

秋
便
り
お
せ
ち
い
か
が
は
早
す
ぎ
る
大
和
高
田
市

森
　
訓
祥

あ
や
か
れ
と
長
い
命
や
曾
孫
抱
く
山
添
村

今
中
幸
子

卒
寿
こ
え
あ
ち
こ
ち
痛
し
母
恋
し
葛
城
市
外
輪
加
寿
代

拙
速
で
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
は
大
混
乱
葛
城
市

熨
斗
秀
興

不
自
由
な
戦
時
を
思
い
捨
て
ら
れ
ぬ
生
駒
市

大
塚
嘉
子

思
い
や
り
心
一
つ
で
さ
さ
え
あ
い
下
市
町

桶
谷
忠
博

お
は
よ
う
と
向
こ
う
の
亡
妻
に
語
り
か
け
大
和
高
田
市

猶
原
重
男

出
来
ば
え
は
悪
く
と
も
良
し
老
い
た
れ
ば
葛
城
市
三
島
チ
ヅ
子

柿
喰
え
ば
吉
野
を
偲
ぶ
蔵
王
堂
大
和
郡
山
市

石
原
久
治

な
ん
や
そ
れ
悩
み
で
な
く
て
自
慢
や
わ
生
駒
市

稲
垣
球
栄

捨
て
よ
う
か
い
や
ま
だ
着
れ
る
と
仕
舞
込
む
田
原
本
町

今
西
良
子

お
年
玉
物
価
高
騰
ど
う
す
る
？

葛
城
市

猪
木
武
久

い
つ
の
間
に
暑
い
が
寒
い
に
変
り
お
り
天
理
市

岩
本
芳
子

愛
で
な
い
恋
で
も
な
い
の
情
な
ん
で
す
大
和
郡
山
市

稲
垣
明
子

鈴
虫
と
一
緒
に
唄
う
老
婆
か
な

田
原
本
町

西
本
久
子

水
洟
や
俺
か
ら
儂わ
し

に
変
わ
る
頃
大
和
郡
山
市

松
本
義
徳

黄
泉
の
国
ま
だ
来
る
な
よ
と
父
母
の
声
大
和
郡
山
市

川
本
惠
子

孫
が
来
て
財
布
と
口
が
緩
む
妻
大
和
郡
山
市

上
田
周
治

小
西
榮
依
子 

選 

短
　
歌

秋
晴
れ
や
お
釜
に
う
つ
す
雲
の
な
し
香
芝
市
中
岡
美
佐
子

妻
と
杖
頼
り
に
参
る
秋
彼
岸
王
寺
町

丸
矢
通
生

冬
の
雨
図
柄
ど
お
り
の
カ
レ
ン
ダ
ー
大
和
郡
山
市

松
本
義
徳

心
乱
る
救
急
車
待
つ
秋
暑
し　

河
合
町

大
西
利
恭

秋
桜
小
径
の
奥
の
一
軒
家　
　

大
和
郡
山
市

山
西
眞
希
子

化
野
に
現
世
の
業
大
カ
ン
ナ
燃
ゆ
河
合
町

野
村
継
男

こ
の
一
日
二
度
と
来
ぬ
日
よ
菊
香
る
天
理
市

岩
本
芳
子

新
藁
の
香
り
懐
か
し
亡
父
偲
ぶ

田
原
本
町

今
西
良
子

秋
野
菜
蒔
く
旬
に
が
し
て
仕
舞
ひ
け
り
河
合
町

野
村
継
男

黄
水
仙
亡
き
母
好
き
な
庭
作
り

大
淀
町

庄
司
久
子

早
起
き
を
目
指
す
と
決
め
て
今
朝
の
秋
葛
城
市
三
島
チ
ヅ
子

わ
が
街
に
酒
蔵
ふ
た
つ
秋
深
む

宇
陀
市

角
田
本
子

百
済
野
に
古
塔
や
今
も
萩
の
花
大
和
郡
山
市

川
本
惠
子

秋
夕
焼
時
の
わ
す
る
る
彩
の
妙

天
理
市

小
林
洋
子

鈴
虫
の
明
け
の
美
声
に
母
憶
う

田
原
本
町

西
本
久
子

池
の
月
ゆ
ら
ゆ
ら
ゆ
れ
て
初
時
雨
葛
城
市
外
輪
加
寿
代

夕
虹
を
秋
の
一
村
ひ
と
ま
た
ぎ

御
杖
村

水
口
桃
江

病
棟
の
働
く
音
や
そ
ぞ
ろ
寒　

上
牧
町

田
中
豊
治

小
春
日
や
泣
き
じ
ゃ
く
る
孫
乳
母
車
天
理
市
山
口
ヨ
シ
エ

風
花
の
舞
ひ
き
て
風
に
吹
か
れ
消
ゆ
宇
陀
市

松
田
年
子

木
曽
路
旅
妻
籠
宿
に
も
秋
時
雨
大
和
郡
山
市

川
本
惠
子

バ
イ
ク
駆
り
衣
の
翻
る
冬
の
月

川
西
町

井
澤
　
徹

診
察
は
二
時
間
待
ち
と
知
り
て
よ
り
鞄
の
底
に
歌
集

一
冊

幾
年
を
松
葉
杖
に
て
見
張
り
き
亡ち

夫ち

に
謝
る
ス
ロ
ー

プ
の
不
備
を

古
書
店
が
閉
店
の
け
ふ
暮
れ
早
し
天
理
市

豊
島
和
美

障
子
開
け
名
月
部
屋
に
招
き
入
れ
大
和
郡
山
市

藤
岡
伸
子

中
城 
裕
子 

選

川
　
柳

天
理
市

堀
内
房
子

葛
城
市

熨
斗
秀
興

桜
井
市

森
本
和
雄

天
理
市

阪
口
雅
子

葛
城
市

外
輪
加
寿
代

天
理
市

岩
本
芳
子

大
和
郡
山
市

松
本
義
徳

大
和
郡
山
市

川
本
惠
子

大
和
郡
山
市

村
田
博
子

田
原
本
町

西
本
久
子

橿
原
市

杉
田
恭
子

橿
原
市

谷
　
松
生

川
西
町

井
澤
　
徹

大
和
高
田
市

今
中
恵
美
子

天
理
市

出
口
照
子

葛
城
市

村
田
和
子

葛
城
市

三
島
チ
ヅ
子

葛
城
市

坂
口
君
代

上
辻 

蒼
人 

選

俳
　
句

　《
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
の
投
稿
に
つ
い
て
》

・�

ハ
ガ
キ
で
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。�

�

そ
れ
ぞ
れ
の
選
者
に
そ
の
ま
ま
審
査
を
お
願
い
し
ま
す
の
で
、

種
類
別
に
一
枚
の
は
が
き
に
三
首
ま
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　〈
季
刊
ご
と
の
締
め
切
り
〉�

受
付
は
常
時
し
て
い
ま
す　

・
一
月
号
…
九
月
末
日�

・
七
月
号
…
三
月
末
日

　

季
節
等
ご
考
慮
の
う
え
、
ご
投
稿
く
だ
さ
い
。



私
た
ち
は
、
奈
良
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動
を
応
援
し
て
い
ま
す

私
た
ち
は
、
奈
良
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動
を
応
援
し
て
い
ま
す

引き続き一致団結して 

感染症対策に取り組みましょう 
 
感染防止対策は           を考えて取り組みましょう。 
 

医療機関や高齢者施設を訪問する時は、 

マスクの着用をお願いします。 

引き続き一致団結して頑張りましょう。 

 

 

奈良県医師会 
Nara Medical Association 

                                        ウェブサイト http://nara.med.or.jp/ 
 

 

奈良県医師会会長 

安東 範明 
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電話口 お金の話 

それは詐欺! 

あなたの街の信用金庫です! 
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あ
け
ま
し
て

�

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

今
回
も
投
稿
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　

　

船
乗
り
の
お
話
を
、投
稿
し
て
い
た

だ
い
た
石
原
久
治
さ
ん
。
一
九
七
〇
年

の
大
阪
万
博
に
、『
モ
ア
イ
像
』の
展
示

が
あ
り
ま
し
た
。
後
、大
使
館
に
置
か

れ
て
い
た
の
が
奈
良
国
体
の
年
に
、新

し
く
完
成
し
た
天
理
市
の
市
庁
舎
に
常

設
さ
れ
て
ま
す
。
観
ら
れ
な
か
っ
た『
モ

ア
イ
像
』ぜ
ひ
見
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

話
題
が
戦
後
に
か
わ
っ
て
、時
計
屋

さ
ん
の
お
話
。
高
校
を
卒
業
し
た
堀
内

宗
弘
さ
ん
、親
の
商
売
の
跡
継
ぎ
が
あ

た
り
前
‼
で
も
、持
ち
前
の
明
る
さ
で

楽
し
い
修
行
時
代
だ
っ
た
よ
う
で
す
ね
。

　

堀
内
房
子
さ
ん
の
今
回
の
投
稿
に
心

が
動
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

短
い
文
章
の
中
に
も
学
び
が
あ
り
、

い
ろ
ん
な
世
界
に
引
き
込
ま
れ
ま
す
。

　

私
は
、あ
ち
こ
ち
の
昔
ば
な
し
を
採

話
し
絵
本
や
紙
芝
居
に
し
て
、語
り
は

じ
め
て
長
く
な
り
ま
す
。

　

機
会
が
あ
れ
ば
、本
の
紹
介
を
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。「
百
歳
ま
で

に
読
み
た
い
百
冊
の
絵
本
」「
声
に
だ
し

て
読
み
た
い
日
本
語
」な
ど
で
す
。

�

（
岡
林　

巧
子
）

編

集

後

記

椅子に座ってする

❸�からだを捻
ひね
る運動

ひじを引きな
がら、背骨の
動きも意識し
ながら、から
だを捻って、
戻します。（交
互に4回）

手首を持って
引きながら、
上体をゆっく
り捻り、背中を
ストレッチし
て元に戻しま
す。頭も一緒
に動かします。
（交互に2回）

～
自
分
の
体
と
対
話
し
ま
し
ょ
う
～ 

　
こ
の
体
操
は
、い
つ
ま
で
も
元
気
で

過
ご
せ
る
よ
う
に
、高
齢
者
に
と
っ
て

必
要
不
可
欠
な
運
動
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。今
回
は
、椅
子
に
座
っ
て
す
る
気

づ
き
の
体
操
③
を
紹
介
し
ま
す
。

・�ひ
じ
掛
け
の
な
い
安
定
し
た
椅
子
を

使
い
ま
し
ょ
う
。

・�

椅
子
の
背
に
も
た
れ
な
い
で
、
少
し

浅
く
腰
掛
け
ま
し
ょ
う
。

気づきの体操気づきの体操 長時間、
座っていませんか？ い

つ
で
も
、
ど
こ
で
も

��

気
付
き
の
体
操
　
座
③

　
座
③

背骨の動きに気づきましょう。

　

県
老
連
で
は
ス
ポ
ー
ツ
講
師
派
遣

事
業（
通
称「
出
前
講
座
」）を
行
っ
て

い
ま
す
。
地
元
で
開
催
会
場
を
設
定
し
、

遠
く
に
出
か
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
高

齢
者
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
系
、
文
化
系
の
出
前
講
座
・
講

習
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
新

た
な
講
座
と
し
て
最
近
話
題
の
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ「
モ
ル
ッ
ク
」を
取
り
入
れ

ま
し
た
。「
次
は
何
を
し
よ
う
か
な
」と

考
え
て
お
ら
れ
る
会
員
の
み
な
さ
ん
、

一
度
出
前
講
座
を
利
用
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
出
前
講
座
は
単
位
ク

ラ
ブ
で
も
ご
利
用
で
き

ま
す
の
で
、市
町
村
老
連

を
通
し
て
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

　

元
気
ア
ッ
プ
を
図
り

ま
し
ょ
う
‼

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
講
師
派
遣
事
業

「
出
前
講
座
」

高齢者の心と身体高齢者の心と身体
認知症予防の知識を楽しく
学べます。

ミュージック・ケアミュージック・ケア
楽しい先生と一緒に音楽に
合わせて体を動かします。

公式ワナゲ公式ワナゲ
「考えて投げる」頭も体も
使うスポーツです。

モルックモルック
木の棒を投げて木製のピン
を倒し50点になれば勝ち!

12 月までの実施状況及び今後の予定
区　分 実　施 予　定

スポーツセミナー 8 回 1回
講　演 17回 4回

主な講座名
文化系 ニュースポーツ系

シニア世代のスマートフォン教室
初心者編 公式ワナゲ

シニア世代のスマートフォン教室
基本操作編 マグダーツ

年中水分補給の重要性 スカットボール
アクティブシニアの栄養補給 フロアカーリング
論語に学ぶ ボッチャ
消費者トラブル 囲碁ボール
高齢者の生活安全 トリコロキューブ
高齢者の交通安全教室 モルック◯新
歯・栄養指導（地域巡回講座）スカイクロス
高齢者の心と身体 ターゲットバードゴルフ
ミュージック・ケア（音楽療法）ペタンク

グラウンドゴルフ

令和 6 年 1 月 1 日 年 2 回刊第185 号
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